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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
① 1 2 2 6 1 4 1 2 3 1 1 24
② 1 1
③ 1 1
④ 3 1 4
⑤ 1 1 2
⑥ 3 1 3 2 9
⑦ 3 4 3 6 16




合計 5 8 8 11 6 2 8 4 5 5 1 2 65
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
保護者 1 2 4 2 1 10
教職員 1 2 1 3 1 1 1 1 11
菅　　　　徹128
　表 2 − 1 は学生・保護者への個別相談件数・教職員に対するコンサルテーションの実数である。まず、学生へ
の個別面接について概略を述べる。表の左縦軸①～⑪は筆者による個別面接の人数である。この中で、⑤・⑨・⑩
以外は特別な支援を要する学生（卒業生一人含む）である。しかし、ここに示した 11 名は前年度１）と違い、「相












































３．１ 学生相談定期研修会（学生支援センター主催） 毎月第２火曜日の２限目 （会場：１号館 第３会議室） 
第１回 「学生相談とは」（大学での相談活動について）（講義）（６／１９）    
①学生支援モデル ②学生支援体制 ③「学生支援シート」の作成と運用 
























































































































































































































































































































日時：平成 24 年 11 月 18 日（日）～ 11 月 20 日（火）　会場：東京国際フォーラム
　筆者は、分科会Ｂコース：B9 の「発達障害学生への支援 : アセスメントから支援計画へ」のコースを選んだ。
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（３）第 50回全国学生相談研修会 主催 日本学生相談学会 
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５．「学生相談活動における就労支援の取り組み」について   
５．１  本学学生の現状 

















    就職・進路相談、こころの相談 キャリア・心理カウンセリング 
（２）ならジョブカフェ 正規雇用などをめざして就職活動をしているおおむね３５歳未満（４０代前半までの不安定
就労者含む）の若者や学生がキャリアカウンセリング、セミナーなどの就業支援メニューを無料で利用できる 









































 　→　対象学生のうち 52 名が来室して面談を受け、勉強会の登録をした学生が 47 名であった。
　　（3）9 月 23 日（日）の保護者懇談会でアドバイザーが三者面談を行った
　　　　　→　学生支援センターへの結果報告は 8 件だけだったが、多数あるはずである。
　　（4）自主勉強会を開始











５．「学生相談活動における就労支援の取り組み」について   
５．１  本学学生の現状 
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・保管は学生支援センタ  ー → 状況の変化 → 援助シート更新のための会議を招集 
・各回の会議は、昼休み等を利用して、1ケース３０分程度 
小規模大学における学生支援の試み（４）　−奈良産業大学学生相談室の活動（平成 24 年度）から− 135











































６．「リメディアル教育」について   
６．１ 後期リメディアル自主勉強会の実施概要                  12．11．２ 
  (1)1，2年生基礎科目の授業担当者から学生125名を選出して対象学生名簿を整理した。 
     → 前期で退学・休学あるいは不登校の学生もいたので名簿からは省いた。 
  (2)履修登録後、空き時間を調べて勉強会計画を作成 
  → 学生支援センターへ来た学生は運営委員と面談して自主勉強会の計画を作成した。 
  → 対象学生のうち52名が来室して面談を受け、勉強会の登録をした学生が47名であった。 
  (3) 9月23日(日)の保護者懇談会でアドバイザーが三者面談を行った 
     → 学生支援センターへの結果報告は8件だけだったが、多数あるはずである。 
  (4)自主勉強会を開始 
      → 10月よりリメディアル講師にも来てもらい本格的に実施している。 
       対象学生だけでなく、授業理解のために公民のWeb講座の受講。また、資格試験に向けて 
    三角関数や方程式応用などを学ぶために自ら登録して、勉強に来ている学生もいる。 
 
     2012年10月現在の登録曜日・時間と学生数     （学生名と学習内容等は別紙名簿参照） 
 １限 ２限 ３限 ４限 不定期 
月  1年2名 1年5名  2年3名 1年4名  
2年1名 火 1年1名 2年1名 1年1名 1年1名  3年1名 1年3名  2年1名 
水 1年1名 1年2名 1年5名  2年1名 2年1名 
木  2年6名 1年2名  2年2名 2年1名 














































４）平成 25 年版　子ども・若者白書（全体版）　第 2 部　子ども・若者育成支援施策の実施状況　第４節　若者の
職業的自立、就労等支援　
A trial of assisting students who need support and advice in a small-scale university（４） 
　　　－ Activity of counseling room in Nara Sangyo University（2012）－
